レスリング選手の海外合宿時におけるコンディショニングに関する事例的研究 by 柳川, 美麿 et al.
レスリング選手の海外合宿時における 
コンディショニングに関する事例的研究
柳川　美麿1)　　湯元　健一2)　　松本隆太郎3) 
正保　佳史4)　　松本　慎吾3)　　関　　耕二5)
A Case Study about Conditioning of International  
Wrestling Training Camp
Yoshimaro Yanagawa 　Ken-ichi Yumoto 　Ryutaro Matsumoto 
Yoshifumi Shoho 　Shingo Matsumoto 　Koji Seki
　　Globalization of sports has rapidly advanced, leading to various challenges for 
conditioning during competitions and camps in other countries.  This study conducted a survey 
to collect basic data about the conditioning of student wrestlers in Japanese and international 
camps.  The subjects were 18 student wrestlers who were scheduled to compete in the All-
Japan Student Championship Tournament and participated in both international and Japanese 
training camps at the Korea National Sport University (Seoul Special City, Republic of Korea, 
March 2014) and Agatsuma-gun, Gunma prefecture.  We conducted a questionnaire-based 
survey at Japanese and international (Korea) camps.  The results showed that body weight was 
significantly reduced during the last half of the Japanese camp, compared to that in the Korean 
camp.  The dietary survey also showed that much spicy food was served during the camp in 
Korea, resulting in abnormal bowel movements.  The results of our survey showed that it is 
important to provide prior education about dietary management and the use of supplements 
during international training camp.
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Ⅰ．はじめに
　スポーツ選手は日常的なトレーニングの他に、
目的に応じて集中的にトレーニングの質や量を変
化させる合宿を取り入れている。その合宿形態は、
期間の長短、トレーニング環境の変化、トレーニ
ング集団の増減、指導者の変化など様々である。
合宿の目的としては、弱点の克服や特定の技能の
向上、基礎的体力向上などトレーニング量を増加
させる合宿や、テパーリングやピーキングなどで
コンディションを整えたり、時差や競技会の会場
などの環境に適応するために量よりも質を重視し
たりする合宿など多様に存在する。さらに、高地
環境など特殊環境での合宿もある。特に、トップ
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アスリートは国際試合への参加も多く、海外遠
征・海外合宿の経験も豊富である。一方、ジュニ
ア選手や学生競技者の場合は、夏期や春期など各
種学校や大学の長期休業期に多くの合宿を実施し
ている。このように、多種多様な目的で実施され
ている合宿では、日常的なトレーニング環境と異
なることから、良好なコンディショニングが合宿
成果に影響を及ぼすと考えられる。
　スポーツ選手における合宿中のコンディション
評価については、血液検査などによる生理的コン
ディションからの評価や、心理テストなどによる
心理的コンディションからの評価が報告されてい
る(1-4)。これらのコンディショニング評価につい
ては合宿に限らず、トレーニング量や選手の主観
的な疲労感に影響を受けると考えられ、トレーニ
ングメニューの検討、オーバートレーニング及び
故障の予防に活用されている。一方、2020年の
東京オリンピックに向けて世界で戦える選手を育
成するために、各競技団体がトップアスリートだ
けではなくジュニア選手や学生選手においても、
国内に留まらず海外で合宿や国際試合を行う機会
が増えている。しかし、国内とは異なり海外では
航空機などによる長時間の移動や、時差や気候を
含む生活環境、宿泊施設や食事など滞在環境及び
トレーニング環境などの影響でコンディションを
崩す選手も多い(5-6)。
　オリンピックにおいて継続的にメダルを獲得し
ているレスリング競技においても、海外の選手と
練習や試合を含めた対戦をするために海外での長
期合宿や国際試合を行っている。国立スポーツ科
学センターのレスリング選手を対象とした検討で
は、長距離移動を伴う海外遠征時のコンディショ
ンを崩しやすいリスクのひとつとして、長距離移
動の飛行機の機内や国内と異なる乾燥した気候や
などによる上気道感染症と時差が要因に挙げられ
ている(7)。さらに、合宿や試合による高強度の運
動量の増加や、合宿施設など環境変化によるスト
レスなど要因により免疫機能が低下することが、
上気道感染症の罹患リスクが増加させると考えら
れている。また、レスリング選手は、体重別とい
う競技特性から通常のトレーニングや合宿におい
ても、他のスポーツ選手よりも減量やウエイトコ
ントロールという食事など栄養面のサポートや自
己管理が不可欠である(8)。この食事については、
海外合宿において都市部などは良いものの、発展
途上国や高所トレーニングのため山間部に滞在す
る場合には、食材や料理メニューがかなり限定さ
れる。国や地域によっては日本人の口に合わない
食事が提供される場合や、新鮮な食材が入手でき
なかったり衛生面に問題があったりする場合もあ
る。したがって、あらかじめ現地の食事など予想
できる場合は、サプリメント、レトルト食品及び
調味料などを日本から持参することもある(9)。こ
のように、レスリング選手の海外合宿において、
コンディションを良好に保つために特に食事など
栄養面が重要と考えられるが、ジュニアや学生選
手における報告はみられない。
　そこで、本研究は国内合宿と海外合宿における
学生レスリング選手のコンディショニングをアン
ケート調査により比較検討することを目的とし
た。
Ⅱ．方　　法
１．対象者
　韓国体育大学（大韓民国ソウル特別市 2014．3）
と群馬県吾妻郡で行われた国際・国内両強化合宿
に参加した全日本学生選手権大会に参加するレス
リング選手 18名を対象とした。
２．アンケート調査方法
　国内合宿と海外合宿でのコンディショニングの
実態を調査するため、質問紙によるアンケート調
査を実施した。調査対象期間は前日（両合宿とも
横浜市青葉区で測定）と合宿 8日間の計 9日間を
対象にそれぞれ調査を行った。調査項目について
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は、体調管理に関する調査項目として体温、体重、
主観的な体調及び便通を、アンケートによって被
験者に毎日記録させた。また、体調については、5：
絶好調、4：調子が良い、3：普通、2：調子が悪
い及び 1：絶不調の 5段階で評価させ、便通にい
ては、5：便秘、4：少し便が硬い、3：快便、2、
少し下痢及び 1：下痢の 5段階で評価させた。さ
らに、食事管理については、表 1の質問 1から 7
については、主観的に最も良好と感じる場合を 5
とした 5から 1の 5段階評価によるアンケートを
実施した。尚、質問 8の「アルコールを飲んだ」
については、飲酒をしていない場合が 1、飲酒が
あった場合にその程度により 2以上を選択するこ
ととした。
３．統計処理
　本研究において得られた測定値は全て平均値±
標準偏差で示した。また、各項目の検定は対応の
ある平均値の差の検定である t検定を行った。
　尚、有意水準はすべて 5％未満し、統計ソフト
は IBM SPSS Statistics 23を用いた。
Ⅲ．結　　果
１．練習時間と食事時間について
　国内合宿と韓国合宿のトレーニング内容と食事
の時間を図 1に示した。国内合宿の午前練習は持
久力向上、筋力強化を目的としたフィジカルト
レーニングを行った。トレーニング内容はビルド
アップ走、ペース走、野外コースでのクロスカン
トリー走、トラックでのインターバル走及びレペ
テーショント走、自重負荷による筋力トレーニン
グを行った。練習時間は A.M.7：30～ A.M.9：00
の 90分間であった。また、午後練習はレスリン
グマットを使用した技術練習とスパーリングを行
い、練習時間は P.M.14：00～ P.M.16：30の 150
分間であった。尚、国内合宿の食事は計 2回で午
前練習の終了後、A.M.9：40～ A.M.10：30と午
後練習後の P.M.18：00～19：15であった。
　一方、韓国合宿の午前練習は持久力向上、筋力
強化を目的としたフィジカルトレーニングでペー
ス走、インターバル走を中心としたランニングと
自重負荷による筋力トレーニングを中心に行った。
練習時間は A.M.6：20～ A.M.7：30の 70分間で
あった。
　また、午後練習はレスリングマットを使用した
技術練習とスパーリングで練習時間は P.M.15：
00～ P.M.17：30の 150分間であった。尚、韓国
合宿の食事は計 3回で A.M.7：40～ A.M.8：15、
A.M.11：45～ P.M.12：30と P.M.18：00～ P.M.19：
15であった。
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表１　食事に関するアンケート項目
1 3食決まった時間に食事をした
2 野菜や海藻、キノコなどの食物繊維を多く食べた
3 夜おそくに（午後 10時以降）に食事をした
4 甘いジュースや炭酸飲料など清涼飲料水をよく飲んだ
5 お菓子やアイスなど、間食をした
6 辛いものをたくさん食べた
7 食事は美味しかった
8 アルコールを飲んだ
午前練習
07:30-9：00
ランニング
ウエイトトレーニング
午後練習
14:00-16：30
技術練習
スパーリング（実践練習）
朝食
09：40−10：30
夕食
18：00−19：15
国内合宿
午前練習
06:20-07：30
ランニング
ウエイトトレーニング
朝食
07：40−08：15
午後練習
15:00-17：30
技術練習
スパーリング（実践練習）
夕食
18：00−19：15
海外合宿
体重測定
アンケート調査
21：00
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24時
体重測定
アンケート調査
21：00
昼食
11：45−12：30
図１　合宿の練習時間と食事時間
２．体温について
　国内合宿及び韓国合宿における体温の変動につ
いて表 2に示した。国内合宿と韓国合宿の合宿前
の体温には、明らかな違いは認められなかったが、
合宿 1日目から合宿 4日目及び合宿 6日において、
国内合宿と比較して韓国合宿は有意に低値を示し
た。
３．体調について
　国内合宿及び韓国合宿における主観的な体調の
変動について図 2に示した。合宿前の体調につい
ては、国内合宿と比較して韓国合宿が有意に高値
を示したことから、韓国合宿前の体調は国内合宿
前より良好であったと考えられる。また、合宿 1
日目及び合宿 9日目においては、国内合宿と比較
して韓国合宿が有意に高値を示した。
　さらに、韓国合宿においては、合宿前と比較し
て合宿 3日及び合宿 5日目は有意に低値を示した。
全体的な傾向としては、国内合宿と韓国合宿とも
に 3の「普通」から 5「絶好調」の間を推移し、
韓国合宿では合宿前よりも合宿 1日目から合宿 5
日目まで少しずつ低下して合宿中盤以降に、体調
が回復していく様相が観察された。
４．体重について
　国内合宿及び韓国合宿における体重の変動につ
いて表 3に示した。国内合宿と韓国合宿の合宿前
の体重には、明らかな違いは認められなかったが、
合宿 8日目及び 9日目において、国内合宿と比較
して韓国合宿の方が有意に高値を示した。また、
国内合宿においては、合宿前と比較して合宿 9日
は有意に低値を示した。
５．便通について
　国内合宿及び韓国合宿における便通の変動につ
いて図 3に示した。国内合宿と韓国合宿の合宿前
の便通には、明らかな違いはみられなかった。同
様に、合宿期間中においても国内合宿と韓国合宿
の便通には、有意な違いは認められなかった。し
かし、韓国合宿においては、合宿前と比較して合
宿 5日目及び 8日目が有意に低値を示した。全体
的な傾向としては、国内合宿と韓国合宿ともに 3
の「快便」付近から 2の「少し下痢」の間を推移
しており、極端な便秘や下痢を申告する被験者は
いなかったが、韓国合宿においては合宿前よりも
合宿 1日目より「少し下痢」に向かって少しずつ
減少して合宿 5日目に最小値を示した後、合宿終
盤にかけて「快便」へ向かう様相が観察された。
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表２　体温の変化
国内合宿 韓国合宿
合宿前 36.20± 0.51 36.04± 0.46
合宿 1日目 36.26± 0.35 ＞ 36.01± 0.39
合宿 2日目 36.29± 0.32 ＞＞＞ 35.94± 0.44
合宿 3日目 36.24± 0.38 ＞＞＞ 35.99± 0.43
合宿 4日目 36.16± 0.38 ＞＞ 35.91± 0.48
合宿 5日目 36.13± 0.31 36.02± 0.46
合宿 6日目 36.25± 0.44 ＞ 36.00± 0.39
合宿 7日目 36.14± 0.37 35.48± 2.40
合宿 8日目 36.17± 0.34 35.98± 0.44
合宿 9日目 36.16± 0.34 36.04± 0.38
　単位 : ℃
　＞ : 国内合宿 vs 韓国合宿，P＜0.05，
　＞＞ : 国内合宿 vs 韓国合宿，P＜0.01，
　＞＞＞ : 国内合宿 vs 韓国合宿，P＜0.001
表３　体重の変化
国内合宿 韓国合宿
合宿前 72.87± 8.77 73.08± 8.85
合宿 1日目 72.86± 8.59 73.30± 8.65
合宿 2日目 73.18± 8.64 73.36± 8.63
合宿 3日目 72.56± 8.36 73.19± 8.56
合宿 4日目 72.49± 8.16 73.03± 8.61
合宿 5日目 72.37± 8.22 73.08± 8.75
合宿 6日目 72.23± 7.92 72.93± 8.59
合宿 7日目 71.99± 7.92 73.07± 8.61
合宿 8日目 71.88± 7.72 ＜ 73.29± 8.55
合宿 9日目 * 71.53± 7.62 ＜ 73.24± 8.48
　単位 : kg
　＜: 国内合宿 vs 韓国合宿，P＜0.05，
　*: vs 国内合宿前，P＜0.05
６．食事内容について
　国内合宿及び韓国合宿における食事内容に関す
るアンケート結果を表 4に示した。
　「3食決まった時間に食事をしたか」という質
問については、合宿前において国内合宿と韓国合
宿では明らかな違いは認められなかったが、合宿
2日目及び合宿 3日目では国内合宿と比較して韓
国合宿が有意に高値を示した。また、韓国合宿に
おいては、合宿前と比較して合宿 3日目、4日目
及び 5日目で有意に高値を示した。
　「野菜や海藻、キノコなど食物繊維を多く食べた」
という質問については、合宿前において国内合宿
と韓国合宿では明らかな違いはみられなかった。
同様に、合宿期間中においても、国内合宿と韓国
合宿では有意な違いは認められなかった。さらに、
国内合宿と韓国合宿それぞれにおいて、合宿前と
比較して合宿期間中では有意な変動は認められな
かった。
　「夜おそくに（午後 10時以降）に食事をした」
という質問については、合宿前において国内合宿
と韓国合宿では明らかな違いは認められなかった
が、合宿 8日目及び合宿 9日目では国内合宿と比
較して韓国合宿が有意に高値を示した。また、国
内合宿においては、合宿前と比較して合宿 5日日
から合宿 9日目が有意に低値を示した。一方、韓
国合宿においては、合宿前と比較して合宿 1日目、
合宿 2日目、合宿 4日目及び合宿 6日目で有意に
低値を示した。
　「甘いジュースや炭酸飲料など清涼飲料水をよ
く飲んだ」という質問については、合宿前におい
て国内合宿と韓国合宿では明らかな違いは認めら
れなかったが、合宿 4日目、合宿 5日目及び合宿
7日目では国内合宿と比較して韓国合宿が有意に
高値を示した。一方、国内合宿と韓国合宿それぞ
れにおいて、合宿前と比較して合宿期間中では有
意な変動は認められなかった。
　「お菓子やアイスなど、間食をした」という質
問については、合宿前において国内合宿と韓国合
宿では明らかな違いは認められなかったが、合宿
6日目では国内合宿と比較して韓国合宿が有意に
高値を示した。また、国内合宿においては、合宿
前と比較して合宿期間中では明らかな変化は認め
られなかったが、韓国合宿においては、合宿前と
比較して合宿 1日目が有意に高値を示した。
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　*: p＜0.05，国内合宿 vs 韓国合宿，
　**: p＜0.01，国内合宿 vs 韓国合宿，
　† : p＜0.05，vs 韓国合宿前
　†† : p＜0.01，vs韓国合宿前
図２　体調の変化
図３　便通の変化
　「辛いものをたくさん食べた」という質問につ
いては、合宿前において国内合宿と比較して韓国
合宿が有意に高値を示しており、合宿期間中すべ
てにおいて国内合宿より韓国合宿の方が有意に高
値を示していた。また、国内合宿においては、合
宿前と比較して合宿期間中では明らかな変化は認
められなかったが、韓国合宿においては、合宿前
と比較して合宿 2日目から合宿 6日目までにおい
て有意に高値を示した。
　「食事は美味しかった」という質問については、
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表４　食事に関するアンケート調査結果
合宿前 合宿１日目 合宿 2日目 合宿 3日目 合宿 4日目
3食決まった時間に食事をしたか
国内合宿 4.06±0.94 4.06±1.00 3.67±1.08 3.83±1.04 3.83±1.04
* *
韓国合宿 3.83±0.92 3.89±0.58 4.33±0.49 4.44±0.51 § 4.39±0.50 §
野菜や海藻、キノコなどの食物繊維を多
く食べた
国内合宿 2.94±0.94 3.00±1.08 3.28±1.13 3.17±1.04 3.39±1.04
韓国合宿 3.11±1.18 3.06±1.06 2.78±1.00 2.78±1.06 3.00±0.97
夜おそくに（午後 10時以降）に食事を
した
国内合宿 2.83±1.50 2.94±1.63 2.50±1.38 2.50±1.62 2.39±1.58
韓国合宿 3.28±1.27 2.50±1.62 § 2.22±1.31 §§ 2.56±1.50 2.11±1.53 §§
甘いジュースや炭酸飲料など清涼飲料水
をよく飲んだ
国内合宿 3.00±1.41 2.78±1.48 3.06±1.30 3.11±1.28 2.83±1.54
*
韓国合宿 3.11±1.32 3.11±1.37 3.50±1.04 3.17±1.25 3.89±1.18
お菓子やアイスなど、間食をした
国内合宿 2.56±1.46 2.78±1.48 2.67±1.50 3.11±1.32 2.72±1.36
韓国合宿 2.67±1.41 3.50±1.04 §§ 3.33±1.14 2.83±1.04 2.83±1.58
辛いものをたくさん食べた
国内合宿 1.33±0.77 1.50±0.99 1.28±0.57 1.28±0.57 1.33±0.59
* *** *** *** ***
韓国合宿 2.33±1.53 3.22±1.31 3.89±0.96 §§ 3.39±1.42 § 3.78±1.40 §
食事は美味しかった
国内合宿 3.89±1.18 4.00±1.14 4.56±0.86 † 4.61±0.85 † 4.56±0.98
* ** *
韓国合宿 4.06±1.30 4.00±0.84 3.83±0.99 3.78±1.11 3.83±1.04
アルコールを飲んだ
国内合宿 1.22±0.94 1.22±0.94 1.00±0.00 1.00±0.00 1.00±0.00
韓国合宿 1.50±1.15 1.00±0.00 1.00±0.00 1.00±0.00 1.06±0.24
合宿 5日目 合宿 6日目 合宿 7日目 合宿 8日目 合宿 9日目
3食決まった時間に食事をしたか
国内合宿 3.89±0.96 3.83±1.04 3.89±1.02 3.78±1.00 3.83±1.04
韓国合宿 4.39±0.50 § 4.33±0.49 4.00±0.97 4.17±0.71 3.56±1.15
野菜や海藻、キノコなどの食物繊維を多
く食べた
国内合宿 3.44±1.10 3.44±1.15 3.39±1.24 3.44±1.15 3.33±1.08
韓国合宿 2.72±1.23 2.89±0.90 2.89±1.23 3.11±0.90 3.39±1.04
夜おそくに（午後 10時以降）に食事を
した
国内合宿 1.89±1.41†† 2.11±1.49 † 2.06±1.39 † 2.17±1.54 † 1.83±1.34 †
* *
韓国合宿 2.72±1.53 2.61±1.38 § 3.00±1.50 3.06±1.47 2.89±1.53
甘いジュースや炭酸飲料など清涼飲料水
をよく飲んだ
国内合宿 2.72±1.53 2.67±1.53 2.33±1.50 2.44±1.5 2.72±1.49
* **
韓国合宿 3.44±0.92 3.28±1.18 3.61±0.98 3.22±1.26 3.33±1.37
お菓子やアイスなど、間食をした
国内合宿 2.44±1.54 2.11±1.53 2.33±1.57 2.17±1.47 2.17±1.25
*
韓国合宿 3.06±1.16 3.00±1.08 2.72±1.23 2.72±1.32 3.00±1.50
辛いものをたくさん食べた
国内合宿 1.56±1.10 1.39±1.04 1.28±0.57 1.22±0.43 1.39±0.61
*** *** *** *** *
韓国合宿 4.06±1.06§§§ 3.83±0.92 §§§ 3.11±1.37 2.72±1.49 2.28±1.67
食事は美味しかった
国内合宿 4.83±0.38†† 4.67±0.77 †† 4.72±0.46 †† 4.67±0.59 †† 4.72±0.46 ††
*** ** ** * *
韓国合宿 3.89±0.90 3.67±1.19 4.00±0.97 4.22±0.65 4.11±0.96
アルコールを飲んだ
国内合宿 3.78±1.52†† 1.00±0.00 1.00±0.00 1.00±0.00 1.00±0.00
*** ** *
韓国合宿 1.00±0.00 1.00±0.00 2.11±1.45 1.00±0.00 1.67±1.28
　*: p＜0.05，国内合宿 vs 韓国合宿，**: p＜0.01，国内合宿 vs 韓国合宿，***: p＜0.001，国内合宿 vs 韓国合宿
　† : p＜0.05，vs 国内合宿前，†† : p＜0.01，vs 国内合宿前，††† : p＜0.001，vs 国内合宿前
　§: p＜0.05，vs 韓国合宿前，§§: p＜0.01，vs 韓国合宿前，§§§: p＜0.001，vs 韓国合宿前
合宿前において国内合宿と韓国合宿では明らかな
違いは認められなかったが、合宿 2日目から合宿
9日目までにおいて国内合宿と比較して韓国合宿
が有意に低値を示した。また、国内合宿において
は、合前と比較して合宿 2日目及び合宿 3日目、
合宿 5日目から合宿 9日目において有意に高値を
示したが、韓国合宿においては合宿前と比較して
有意な変動は認められなかった。
　「アルコールを飲んだ」という質問については、
合宿前において国内合宿と韓国合宿では明らかな
違いは認められなかったが、合宿 5日目において
国内合宿と比較して韓国合宿が低値を示し、合宿
7日目及び合宿 9日目において国内合宿と比較し
て韓国合宿が高値を示した。また、国内合宿にお
いては、合宿前と比較して合宿 5日目に有意に高
値を示したが、韓国合宿では合宿前と比較して明
な変動は認められなかった。これらの結果は、国
内合宿では合宿 5日目に中休みのバーベキューが
あり、韓国合宿では合宿 7日目及び合宿 9日目懇
親会があり、多くの被験者の飲酒が影響したもと
考えられる。
Ⅳ．考　　察
　レスリング選手は体重別という競技特性から通
常のトレーニングや合宿に加え、減量やウエイト
コントロールという食事など栄養面のサポートや
自己管理が不可欠である。また、レスリング競技
では東京オリンピックに向けて、競技力向上を目
的とした海外遠征が数多く実施されると考えられ
る。今回、我々はレスリング選手のトップアスリー
トを対象として海外でのコンディショニング管理
を目的として韓国合宿と国内合宿にて比較検討調
査を行った。尚、本研究で対象となった対象韓国
合宿と国内合宿のトレーニングメニューについて
は、1日 2回で練習内容、実施時間もほぼ同様の
内容であった。
　体温においては韓国合宿が国内合宿と比較して
低い傾向が認められた。そのひとつの要因として
季節と気候の違いが考えられる。今回の韓国合宿
は韓国のソウル市で実施された。ソウル市は緯度
が高く、また実施時期の 3月の平均気温は 4.5℃
と非常に寒い時期で国内合宿（群馬県吾妻郡草津
町）の平均気温（19.5℃）と比較しても気温が低
かったことが、韓国合宿時の低い体温に影響を及
ぼしたことが推察される。しかし、合宿前では国
内合宿と韓国合宿で体温に明らかな違いがないこ
と、後半においては国内合宿と韓国合宿において
体温に明らかな違いみられないことから、合宿後
半には韓国での気候の環境に順応した可能性が考
えられる。ヒトを含む哺乳動物の体温は、外気温
によらずほぼ一定に保たれることが明らかとなっ
ており、今回の検討においても韓国の気温にホメ
オタシスの機能が影響し、体温が順応した可能性
が示唆された(10)。
　階級別競技であるレスリング競技において長期
の合宿期間中に体重の増減をさせず、安定させる
ことは重要な課題のひとつである。本研究におい
ては、国内合宿の体重は韓国合宿と比較して合宿
後半で低値を示した。国内合宿における食事摂取
回数は朝練習後と午後練習後の 2回が一般的であ
り、今回の比較検討においても国内合宿の食事回
数は 2回であり、韓国合宿は 3回であった。米国
の成人を対象とした食事の回数と過体重の関係性
の調査では、食事回数が多いほど、過体重になる
ことが明らかとなっている(11)。また、加国を対象
として検討でも同様の結果が認められおり、食事
回数の多さは結果的に総カロリー摂取増加につな
がることが明らかとなっている(12)。本研究におい
ても国内合宿の後半には韓国合宿と比較して有意
な体重減少が認められた。トレーニング内容や回
数に差はなかったことから食事の回数の差が体重
減少の原因になった可能性が示唆された。これら
のことより、合宿中の食事回数は 2回より、3回
が望ましいと考えられる。
　食事の内容に関する合宿期間中の全体的な傾向
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としては、国内合宿では 4.0から 4.5以上で推移
しており「美味しかった」と回答していたが、韓
国合宿では 3.6から 4.2付近で推移していたこと
からも、韓国合宿での食事も「美味しかった」が
日本と韓国の食文化の違いや好みが影響した可能
性が考えられる。今回の検討では、やはり普段食
べ慣れている日本食のほうがおいしく感じている
ことが明らかとなった。図 4及び図 5は国内合宿
と韓国合宿の食事の一例である。韓国体育大学の
食事は全競技が一斉に決まった時間に大学の食堂
にてバイキング形式の食事であった。国内合宿も
練習終了後に合宿宿舎の食堂にて食事と栄養素の
バランスを考えて食事が提供されていた。この図
のように、国内合宿及び韓国合宿ともに主食、副
菜などバランス良く提供されていた。今回の検討
では両国ともアジア圏とのこともあり、主食に関
しては米やパンが中心で普段食べているものと大
きな変化がなかった。このような食事内容が影響
して、国内合宿と韓国合宿で便通についても大き
な変化が認められなかった可能性が考えられる。
しかし、韓国合宿では合宿の中盤で最終的には回
復傾向が認められたものの便通の異変（下痢）が
認められた。韓国の食事アンケートの結果から香
辛料を使用する料理が多く提供されていたことや
清涼飲料水やアイスなどの完食を多く摂っていた
ことが認められ、このことが合宿中盤での便通の
異変（下痢）の選手が多くなった可能性が考えら
れた。しかし、辛いもので体調や便通が悪化した
ので、自己管理；セルフコントロールで辛いもの
をさけた結果、合宿後半での体調や便通が回復し
た可能性が考えられた。
　海外遠征や海外合宿では、現地の食事環境によ
り体調を崩すことも想定されるので、医薬品やサ
プリメント及びレトルト食品など携行することが
進められているが、海外遠征の場合はドーピング
検査に問題にならないものが必要となる(13)。本研
究の結果では、国内合宿に比較的近い食事環境で
あった韓国合宿であっても便通の悪化が認めた。
これらのことより、海外遠征や海外合宿でのコン
ディションの維持や向上には、本研究の対象と
なった学生アスリートはもとよりジュニア選手の
時からの栄養教育とドーピング教育を充実させる
ことが必要であると考えられる。
Ⅴ．ま と め
　本研究は、国内合宿と海外合宿における学生レ
スリング選手のコンディショニングをアンケート
調査により比較検討することを目的とした。
　その結果、日本でのトレーニング環境と近い韓
国であっても、一時的に体調を崩す傾向が認めら
れ、特に食事環境の違いが影響する可能性が考え
られた。しかし、レスリング選手の特性から、体
重や食事に対して自己管理能力が高くコンディ
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図４　国内合宿の食事例 図５　韓国合宿食事例
ションの回復に努めているようであった。
　本研究では韓国合宿との比較であったが、他の
国での海外遠征では、さらにコンディションに及
ぼす影響は大きいことが予想される。学生選手や
ジュニア選手の各チームの海外遠征では、ナショ
ナルチームのようなサポート体制が整っている場
合は少ないので、渡航前や国内合宿時からの体調
管理や栄養・ドーピングに関する教育を充実させ
選手個人の自己管理能力を向上させることが課題
である。
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